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板書の基本と授業での活用

認のために、計画にない板書をすることも多くなっ

た。反転型授業や、ワークシートおよびシンクペア

シェアなどを用いたアクティブラーニング型授業が

多くなるなかで、授業は従来の知識伝達型のものか

ら創造的で発展的なものになってきている。参加型

の学習には、黒板やホワイトボードを使うのが向い

ていると思う。授業を「意見を交換する場」と位置づ

けることで、学生の授業への参加を促しながら、学

びや気づきを得ることができる。パソコンで文字を

打ち込み、画面に表す方法も確かにあるが、器械を

とおすことによる無機質さが、どうしても私の思いを

表現することとの違和感を生じるのである。

さまざまな科目の板書

ここからは、私の板書体験を科目や場面に分けて

述べる。

精神看護学授業の板書

私は20年以上、精神看護学の授業を担当してい

る。精神看護学では、目に見えない心の健康とその

支援がテーマである。そして、私のモットーは、目に

見えないからといって、いきあたりばったりの看護は

しないということだ。そのためには、目に見えないも

のをいかに可視化するかが大切である。拙著『看護

教育へようこそ』1）にワークシートを掲載しているが、

これは、かかわりによって変化する自我のモデル図

を、黒板いっぱいに板書していたものをワークシー

トの形にしたものである（図）。板書をノートにすべ
て書き写すとなると、その作業に追われ、思考を途

切れさせるおそれがあるため、板書とは別に要点を

書き込めるものを準備した。

授業では、どのようなかかわりが、自我を発達さ

せるのか発問し、学生が回答する。そして、学生と

教員の意見を交換し、その結果を板書することを繰

り返すことで、学生とともに、黒板の左端下部から右

端上部へと自我の形成過程をつくり上げていく。板

書を終えるとき、ワークシートも同時にでき上がり、

達成感と、後の振り返りにつながる成果物も残す取

り組みである。ほかにも、文節ごとに人の心の変化

を表で表したものや、心の構造を円形のモデル図と

矢印で表現したもの、対人関係と対象関係の違い

［図］精神看護学の授業をもとにしたワークシート


